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AMSR-E による地表面土壌水分観

測とアルゴリズム検証
開設一郎（広大）、藤弁秀幸（JAXA）、小池俊夫（東大）、近藤昭彦（千大）、白石 晃（広大）

1. はじめに

2.最新AMSR-E土壌水分観測アルゴ、リズム

3.検証結果

4.おわりに

CERoS2/1Z却 10

目的

・多様な地域の広域高精度土壌水分観測と
最新アルゴリズムの検証

AMSR・E土壇水分測定アルゴリズム（ Koike 5.11 :AMSR・E土壇

水分標準プロダクトVer.6)
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AMSR-E放射輝度温度データ

モンゴル高原検証域

Study Area 
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モンゴル検証域の特徴

高原・平地・草地
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．気候／水循環変動解析のための地上土壌水

分挙動の把握と広域モニタリング

・皐魅の把握のための広域土壌水分モニタリ

ング

・植生／家畜管理ための広域土壌水分モニタリ
ング／変動の解析

・より適用範囲が広く、より精度の良い衛星土
壌水分アルゴ、リズムの開発（AMSR2rこ向けて）

AMSR-E土壌水分測定アルゴリズムの
二つの指標（ISWとPl)

Index of Soil Wetness（土壕水分指領kISW 

Tb,-Tb, 
!SW= ' 1 

X(Tb; + Tbj) 

高周波数

低周波数 大，e→小

1>j＇周波数 ISWl;j;土場水分が多いほど大きくなる
(,:Fresnel電力係数（粗皮の髭響を受けている）

(f":Fr田nel電力係数（粗皮の影響を受けている）

使用周波数低 ：6GHzH偏波
高 ：37GHzH偏波

Polarization Index（個波指標）： PI 

Tbu -Tb., 
Pl= ' 11 

五{Tbv+Tbu) 

V,H：，偏波

課地ではま軍度温度lまV偏波の方がH偏波より高い

植生が唱えると差lま小さくなる

Tb= ex T 輝度温度＝放射率×物浬温度

植生t,t.多いほどpI(;j:小さくなる

使用偏波 18GHz H,V儒波

最新アルゴリズム（Koike5.34）の改良点

JAXAのAMSR-E土壌水分標準プロダクト

Ver.6の標準アルゴリズムからの改良点

植生パラメーターの計算モデルの改良
(MODISのNOVI標準プロダクト＜ 0.3ヶ月レ
ベル、 1km分解能＞を使用）

モンゴル高原検証域での
アルゴリズム検証（2009)
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変動タイミング適合
平均AVE:2.61% (2002～2009) 

(1.73%～3.74%) 

高精度土壌水分推定0 5 10 15 拍 25
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モンゴル高原検証域での新旧アルゴリズム
比較（2006)

Koike Ver.5.11 
Koike Ver.5.34 

山西省検証域でのアルゴリズム検証結果
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植生の影

過小評価傾向（AVE:5.08%)

原因：地上観測深度と
AMSR-E観測深度との聞に差

バングラテ、シュ検証結果（2006皿 2007)

過大評価傾向（AVE:9.34%)
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41 

‘。

調

訂
＠
耳
豆
冨
」

調

話

土壌水分のAMSR・E推定値と地上観測結果
の比較（8月、 2006)

Augast 28,2006 
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バングラデシュ検証域

宜E
SAB(Study ArH In Bangladesh) 

司＼ 日λJ I 

・観測期間：2006年1月～2007年12月

・観測地点数.9地点

・観測データ：深度O～5cm、7日ごと目
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バングラデ、シュ検証結果（雨季データ除外後：
AVE:4.06%) 
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モンゴル高原検証域での
土壌水分挙動の実態

.--,. 12寸 地上データ

言6-1～→一＿..＿～～←ーず＿＿＿..－－ ’ 

z日_l_a I Y = ・0.0203' X + ,~~, m , 11 t!! I 
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おわりに

。 AMSR-Eの最新土壌水分推定アルゴリズ、ム（Koike
Ver.5.34）は高い精度で、土壌水分推定が可能。

。旧アルゴリズムと比較すると、 KoikeVer.5.341ま若干
良くなった0

．低水分領域での土壌水分推定アルゴリズムの改良

→ AMSR2/SMAP土壌水分へ向けて

+ SMOS土壌水分推定値との比較検討
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